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十
月
か
ら
三
月
の
祭
事
暦

 

十 

月
〇
献
茶
式�

十
　
月
　
十
六
日
（
火
）

〇
神
嘗
祭
遥
拝�

十
　
月
　
十
七
日
（
水
）

 

十
一 

月

〇
明
治
祭�

十
一
月
　
三
　
日
（
土
）

〇
金
咲
稲
荷
神
社
例
祭�

十
一
月
　
八
　
日
（
木
）

〇
大
宮
祭�

十
一
月
　
十
五
日
（
木
）

〇
新
嘗
祭�

十
一
月
二
十
三
日
（
金
）

 

十
二 

月

〇
御
煤
払
式�

十
二
月
　
二
十
日
（
木
）

〇
天
長
祭�

十
二
月
二
十
三
日
（
日
）

〇
大
祓
式�

十
二
月
三
十
一
日
（
月
）

〇
除
夜
祭�

十
二
月
三
十
一
日
（
月
）

 

一 

月
〇
歳
旦
祭�

一
　
月
　
一
　
日
（
火
）

〇
元
始
祭�

一
　
月
　
三
　
日
（
木
）

〇
古
札
焼
納
式�

一
　
月
　
十
五
日
（
火
）

 

二 

月
〇
節
分
祭�

二
　
月
　
三
　
日
（
日
）

〇
紀
元
祭�

二
　
月
　
十
一
日
（
月
）

 

三 

月
〇
祈
年
祭�

三
　
月
　
十
七
日
（
日
）

〇
春
季
皇
霊
祭
遥
拝�

三
　
月
二
十
一
日
（
木
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
御
朔
日
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
朔
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日



滝た
き

川が
わ

　
徹て
つ

人ひ
と

昭和33年６月17日生（満60歳）
略　歴	 滝川緑化　代表
	 四手区氏子総代
	 NPO法人いろは組 理事長

頭
　
人

古例祭
九月

　
恒
例
の
九
月
古
例
祭
が
九
月
九
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
の
頭
人
は
、
多
賀
町
四
手
区
よ
り
滝
川
徹
人
氏
が

選
出
さ
れ
晴
れ
や
か
に
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。

　
四
手
区
か
ら
の
頭
人
選
出
は
三
十
年
ぶ
り
と
な
り
、
前

回
は
昭
和
六
十
三
年
（
昭
和
最
後
の
古
例
祭
）
の
奉
仕
記

録
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
平
成
最
後
の
古
例
祭
奉
仕
と
、

不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
る
め
ぐ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
四
月
の
古
例
大
祭
と
同
じ
く
、
九
月
古
例
祭
も

日
曜
日
と
日
柄
も
良
く
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
祭

事
が
恙
な
く
斎
行
さ
れ
、
列
次
を
整
え
た
お
渡
り
は
華
や

か
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

豊凶を占う古知古知相撲豊凶を占う古知古知相撲

頭人騎馬供奉頭人騎馬供奉

頭人玉串拝礼頭人玉串拝礼
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九
月
二
十
八
日
、
多
賀
講
社
の
大
祭
で
あ
る
講
社
大
祭
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
岐
阜
県
安
八
町
の
結
多
賀
講
よ
り
伊
藤
一
成
氏
が
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
講
社
大
祭
を
奉
仕
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
八
町
　
結む
す
ぶ

多
賀
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊い

藤と
う

　
一か

ず

成し
げ

　
こ
の
度
、
全
国
多
賀
講
員
の
皆
様
を
代
表
し
て
献
幣
使
を
奉
仕

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
全
国
講
員
の
ご
家
族
の
お
幸
せ
と
多
賀
講
の
弥
栄
を
お
祈
り
し
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
私
は
元
よ
り
結
多
賀
講
と
し
て
大
変
名
誉
な
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
又
ご
奉
仕
に
あ

た
り
講
世
話
人
様
の
ご
支
援
の
も
と
大
役
を
務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
有
難
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
東
に
金
華
山
、
西
に
伊
吹
山
を
仰
ぐ
緑

と
水
に
恵
ま
れ
た
濃
尾
平
野
に
位
置
す
る

私
ど
も
岐
阜
県
安
八
町
は
、
お
湯
と
笑
顔

が
湧
き
出
る
安
八
温
泉
（
天
然
温
泉
）
と

「
縁
結
び
の
神
。
和
合
円
満
」
の
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
多
く
の
歌
人
に
詠
わ
れ
て
き

た
結
神
社
が
有
名
で
す
。
こ
の
地
で
結
ば

れ
た
結
多
賀
講
の
代
表
と
し
て
こ
の
度
の

ご
奉
仕
に
与
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
多
賀
信
仰
を
継
承
し
、
大
神
様
の

ご
守
護
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
全
国
三
万

五
千
名
の
講
員
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
と

ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

十
一
月
二
十
三
日
、
豊
年
講
員
よ
り
ご
献
納
に
預
か
っ
た
初
穂
米
を
ご
神
前
に
積
み
上
げ
、
厳

か
に
新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

本
年
の
豊
年
使
は
、
竜
王
町
鏡
山
地
区
大
世
話
係
山
中
一
郎
氏
が
ご
奉
仕
さ
れ
、
五
穀
豊
穣
の

感
謝
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭
豊
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
年
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山や

ま

中な
か

　
一い

ち

郎ろ
う

　

　
こ
の
度
、
豊
年
使
と
し
て
新
嘗
祭
を
ご
奉
仕
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
決
ま
り
、
今
日
ま
で
、
驚
き
と

緊
張
の
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
自
身
、

平
成
二
十
三
年
よ
り
大
世
話
係
を
預
か
り
、
鏡
山

地
区
二
百
七
十
戸
の
初
穂
米
を
お
多
賀
様
に
献
上

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
大
役
は
当
地
区
の

名
誉
で
あ
る
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
で
七
十
八
歳
に
な
る
私
は
現
役
時
代
、
京

都
の
「
た
ち
吉
」
に
勤
務
し
、
定
年
後
は
趣
味
で

あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
東
海
道
や
中
山

道
等
を
歩
き
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
会
長
も
仰

せ
つ
か
り
、
地
域
の
皆
様
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

つ
な
が
り
を
深
め
、
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
日
々

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
嘗
祭
当
日
は
、
多
賀
の
大
神
様
、
豊
年
講
講

員
様
に
失
礼
の
無
い
様
、
精
い
っ
ぱ
い
ご
奉
仕
さ

せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

講
社
大
祭
（
献
幣
使
）

新
嘗
祭
（
豊
年
講
秋
季
大
祭
）
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去
る
六
月
十
七
日
、
長
野
県
飯
田
市
の
西に

し

鼎あ
が
た

多
賀
講
よ
り
金
田
シ
ズ
ゑ
氏
（
百
八
歳
・
明
治
四
十
三
年
生
）
が

来
社
さ
れ
、
矍か
く

鑠し
ゃ
く

と
し
て
ご
本
殿
で
お
参
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
貴
重
な
ご
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
申
し
上
げ
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

全
国
の
多
賀
講
員
さ
ん
ご
紹
介

●プロフィール
西鼎多賀講� 金田　シズゑ

18歳で上京し「高島屋」の和服部で
勤めた後、島津忠重公の和服専属仕
立人となる。
野菜の煮物とお肉が好物で、テレビ
でプロレス観戦を好み、現在は娘夫
婦と暮らしている。昨年９月には飯
田市最高齢者として地元市長の祝賀
訪問を受ける。

生い
の
ち命
の
神
様 

お
多
賀
様
に
感
謝

	

金
田
　
シ
ズ
ゑ

　
明
治
四
十
三
年
に
生
を
受
け
、
今
年
で
百
八
歳

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
お
多
賀
様
の
莚
命
長
寿
の
ご
神
徳
に
よ
る
も
の

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
と
お
多
賀
様
と
の
ご
縁
は
、
娘
が
生
後
三
ヶ

月
で
肺
炎
を
患
い
医
者
に
も
見
放
さ
れ
た
際
、
親

戚
の
伯
父
が
お
多
賀
様
に
願
掛
け
を
し
て
下
さ

り
、
生
命
を
救
っ
て
く
だ
さ
っ
た
事
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
そ
の
後
、
娘
が
無
事
成
人
を
迎
え
た
昭
和
三
十

八
年
、お
礼
参
り
と
し
て
地
域
の
多
賀
講
員
の
方
々

と
神
社
に
一
泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
参
り
さ
せ

て
頂
い
た
事
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
自
身
も
九
十
歳
の
時
に
大
火
傷
に
合
い
、
年

も
年
で
し
た
の
で
医
者
か
ら
は
「
覚
悟
し
て
下
さ

い
」
と
云
わ
れ
ま
し
た
が
大
神
様
の
お
導
き
に
よ

り
生
命
を
救
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
金
田
家
の
生
命
神
様
で
あ
る
お
多
賀
様
に
、
私

も
若
い
こ
ろ
は
良
く
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
年
を
取
っ
て
か
ら
は
回
数
も
減
り
、
今
回

は
百
三
歳
以
来
、
五
年
ぶ
り
の
お
参
り
と
な
り
ま

し
た
。
い
つ
お
参
り
さ
せ
て
頂
い
て
も
清
々
し
く

気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
り
気
分
が
と
て
も
良
く
な

り
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
講
社
を
通
じ
て
お
多
賀
様
の
ご
加

護
を
受
け
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
暮
ら
せ
れ
ば
そ

れ
が
一
番
幸
せ
な
事
だ
と
思
い
、
日
々
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

昨年９月　飯田市市長祝賀訪問の様子
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就
任
三
十
年
世
話
係

周
智
郡

安
間
　
紀
雄

一
宮
市

樽
井
　
神
夫

稲
沢
市

樋
江
井
重
男

知
多
郡

板
谷
　
武
雄

知
多
郡

吉
戸
　
貞
利

大
垣
市

早
野
　
好
則

下
呂
市

千
田
　
欣
一

不
破
郡

小
畑
　
昭
夫

関

市

兼
村
　
一
雄

大
津
市

上
野
　
庄
平

栗
東
市

辻
　
　
一
男

東
近
江
市

佐
々
木
　
勉

東
近
江
市

久
保
　
武
雄

米
原
市

村
上
　
友
一

松
阪
市

谷
口
　
政
巳

多
気
郡

吉
田
　
　
正

向
日
市

小
寺
　
宣
之

相
楽
郡

奥
田
　
十
郎

堺

市

井
上
　
喜
嗣

岸
和
田
市

橋
本
　
光
義

篠
山
市

中
山
　
初
雄

篠
山
市

平
野
　
勝
夫

多
賀
講
新
任
世
話
係
ご
紹
介

多
賀
講
永
年
世
話
係
表
彰

　
今
後
も
か
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
と
、
健
や
か
に
お
暮
ら
し
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
被
表
彰
者
選
出
は
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
就
任
年
月
日
よ
り
抽
出
し
ま
し
た
。

　
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

彦
根
市

吉
田
耕
一
郎

彦
根
市

寺
村
　
芳
夫

彦
根
市

草
山
　
俊
昭

彦
根
市

杉
本
　
惣
市

長
浜
市

河
﨑
　
廣
次

甲
賀
市

西
尾
　
俊
彦

甲
賀
市

広
瀬
　
保
夫

甲
賀
市

濱
田
　
義
孝

甲
賀
市

市
井
　
　
博

甲
賀
市

野
口
　
康
和

甲
賀
市

藤
橋
　
克
己

甲
賀
市

宮
林
　
康
自

甲
賀
市

久
保
　
　
清

甲
賀
市

黒
河
　
盛
昭

東
近
江
市

野
田
　
金
一

東
近
江
市

深
尾
忠
一
郎

東
近
江
市

大
前
　
欽
市

東
近
江
市

村
林
　
一
寿

東
近
江
市

植
田
茂
太
郎

東
近
江
市

西
澤
源
之
輔

犬
上
郡

若
林
利
衛
門

米
原
市

吉
田
　
　
京

米
原
市

伊
部
　
　
宏

長
浜
市

藤
居
　
紀
子

長
浜
市

松
橋
　
圀
夫

近
江
八
幡
市

西
村
　
平
造

名
張
市

堀
川
　
茂
子

彦
根
市

北
川
　
秀
生

大
津
市

溝
上
　
正
直

海
津
市

松
岡
　
直
人

安
八
郡

堀
　
　
正
治

米
原
市

髙
橋
　
明
満

三
重
郡

位
田
　
義
哉

和
泉
市

橘
　
　
元
子

丹
波
市

原
田
　
哲
夫

八
尾
市

森
田
　
千
清

篠
山
市

森
本
　
則
章

丹
波
市

藤
原
　
敏
子

河
内
長
野
市

上
奥
　
雅
勇

名
張
市

辻
　
　
文
彰

東
近
江
市

小
梶
　
清
嗣

一
宮
市

河
村
　
治
夫

海
津
市

佐
藤
　
啓
子

美
濃
市

森
　
　
政
行

関

市

山
下
　
義
一

彦
根
市

角
田
　
一
郎

彦
根
市

田
中
　
喜
吉

長
浜
市

辻
川
　
原
藏

栗
東
市

坂
口
　
文
雄

蒲
生
郡

澤
田
　
友
男

蒲
生
郡

曽
羽
　
道
明

東
近
江
市

小
椋
　
重
男

東
近
江
市

大
橋
　
甚
六

堺

市

神
谷
　
博
之

三
田
市

南
中
　
　
弘

羽
島
郡

葛
谷
佐
多
子

甲
賀
市

藤
井
　
　
満

篠
山
市

山
田
　
倫
義

飯
田
市

宮
下
　
正
一

一
宮
市

酒
井
　
正
義

大
垣
市

三
和
　
隆
夫

可
児
郡

伊
佐
治
義
広

大
津
市

服
部
　
　
豊

甲
賀
市

宮
治
　
長
一

蒲
生
郡

島
田
　
　
巧

東
近
江
市

外
村
　
善
朗

伊
賀
市

井
　
泰
寿

伊
賀
市

南
　
　
秀
良

堺

市

山
中
　
勝
仁

川
辺
郡

置
山
昭
太
郎

神
戸
市

山
中
セ
ツ
子

徳
島
市

村
田
　
忠
義

相
楽
郡

谷
村
　
隆
弘

揖
斐
郡

松
居
　
治
良

揖
斐
郡

中
村
　
照
子

甲
賀
市

玉
木
　
友
一

松
阪
市

清
水
　
栄
一

長
岡
京
市

高
橋
　
淳
夫

大
垣
市

名
和
　
幸
夫

長
浜
市

宮
川
　
弘
久

河
内
長
野
市

田
中
　
伸
和

長
浜
市

西
川
　
正
宣

一
宮
市

筧
　
　
欽
次

一
宮
市

小
笠
原
政

二
海
郡

服
部
　
晴
彦

可
児
郡

生
田
　
幹
夫

（
敬
称
略
）

就
任
十
年
世
話
係

飯
田
市

久
保
田
勝
巳

下
高
井
郡

児
玉
　
賢
一

三
方
上
中
郡

田
中
　
練
朗

名
古
屋
市

丹
羽
　
　
幸

名
古
屋
市

小
崎
　
甚
一

名
古
屋
市

小
嵜
　
榮
之

名
古
屋
市

小
出
　
惠
子

一
宮
市

平
松
　
信
之

一
宮
市

市
川
　
光
宏

豊
田
市

柘
植
　
宣
彦

豊
田
市

鈴
木
　
　
錡

知
多
郡

藤
田
　
徳
光

知
多
郡

斉
藤
　
季
一

岐
阜
市

水
谷
　
照
男

岐
阜
市

後
藤
　
文
彦

加
茂
郡

阿
部
　
嘉
弘

高
山
市

大
宮
　
民
安

郡
上
市

村
瀬
サ
カ
エ

安
八
郡

堀
　
　
正
夫

揖
斐
郡

小
寺
　
峰
雄

不
破
郡

吉
村
　
　
定

関

市

平
田
　
　
勝

大
津
市

井
上
　
一
夫

大
津
市

髙
野
　
雅
夫

東
近
江
市

小
梶
　
忠
雄

名
張
市

山
中
　
　
功

名
張
市

瀧
野
　
隆
夫

伊
賀
市

豊
濱
　
史
郎

伊
賀
市

直
居
　
量
行

名
張
市

梅
岡
　
義
正

伊
賀
市

重
住
　
光
俊

伊
賀
市

宮
本
　
栄
作

津

市

山
本
　
茂
樹

宇
陀
郡

大
向
　
継
男

城
陽
市

藤
本
　
知
也

京
都
市

今
堀
　
悌
三

木
津
川
市

金
辻
　
　
修

木
津
川
市

加
田
　
春
治

相
楽
郡

田
仲
　
良
行

枚
方
市

門
川
　
英
二

枚
方
市

竹
島
　
昌
之

堺

市

村
上
　
　
曻

河
内
長
野
市

天
川
　
雅
丞

尼
崎
市

山
村
　
康
雅

三
田
市

森
本
　
成
宜

篠
山
市

酒
井
　
昌
宏

篠
山
市

清
水
　
義
久

岡
山
市

牧
　
　
純
生

赤
磐
市

塩
見
　
眞
澄

（
敬
称
略
）
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本
号
を
も
っ
て
、
明
治
時
代
ま
で
の
多
賀
大
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
と
、
そ

れ
以
降
の
神
仏
分
離
に
つ
い
て
皇
學
館
大
学
副
学
長 

河
野
訓
教
授
よ
り
の
寄

稿
は
最
終
と
な
り
ま
す
。

多
賀
大
社
の
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離 

Ⅳ

皇學館大学副学長

河野　訓（かわの　さとし）
昭和三十二年宮崎県生まれ。
東京大学大学院修了後、文化庁
宗務課を経て皇學館大学教授。
現在、同大学副学長。

真如寺山門　向かって左の標柱に「多賀大社旧本地仏」とある。

一
　
神
仏
分
離

　
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
三
月
に
神
仏
分
離

令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
四
月
十
七
日
に
元
別
当
か
ら
彦
根
の

役
所
に
「
復
飾
元
別
当
願
書
」
が
出
さ
れ
、
多
賀
大
社
で
の

神
仏
分
離
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
神
仏
分
離
の
後
、
明

治
四
年
一
月
五
日
、
い
わ
ゆ
る
「
社
寺
上
知
令
」
が
発
布
さ

れ
た
。
正
式
に
は
「
社
寺
領
現
在
ノ
境
内
ヲ
除
ク
ノ
外
上
地

被
仰
出
土
地
ハ
府
藩
県
ニ
管
轄
セ
シ
ム
」
と
い
う
も
の
で
、

江
戸
幕
府
か
ら
安
堵
さ
れ
て
い
た
朱
印
地
や
年
貢
を
免
除
さ

れ
て
い
た
除よ
け

地ち

は
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

諸
国
社
寺
由
緒
ノ
有
無
ニ
不
拘
朱
印
地
除
地
等
従
前
之

通
被
下
置
候
処
、
各
藩
版
籍
奉
還
之
末
社
寺
ノ
ミ
土
地

人
民
私
有
ノ
姿
ニ
相
成
不
相
当
ノ
事
ニ
付
、
今
度
社
寺

領
現
在
ノ
境
内
ヲ
除
ノ
外
一
般
上
知
被
仰
付
、
追
テ
相

当
禄
制
相
定
、
更
ニ
蔵
米
ヲ
以
テ
可
下
賜
事
。

こ
れ
に
は
各
藩
か
ら
安
堵
さ
れ
て
い
た
黒
印
地
も
含
む
と
解

さ
れ
、
最
後
に
相
当
の
蔵
米
を
下
賜
さ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
と
は
い
っ
て
も
、
社
寺
領
が
上
知
と
な
る
と
収
入
が
減
り
、

各
社
寺
に
は
人
員
減
が
迫
ら
れ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
明
治
五
年
正
月
十
七
日
条
の
多
賀
大
社
の
日
記
に
は
多
賀

社
の
神
職
が
付
近
の
神
社
へ
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
社
家
の
犬
上
吉
元
と
車
戸
宗
功
が
高
宮

の
祠
官
に
任
じ
ら
れ
、
犬
上
吉
元
は
都
恵
神
社
の
祠
官
に
も

任
じ
ら
れ
た
。
同
じ
社
家
の
北
（
小
）
川
忠
成
は
川
瀬
宮
（
河

瀬
神
社
）
の
祠
官
に
、
元
般
若
院
の
出
で
あ
る
青
山
敏
次
は

大
瀧
神
社
の
祠
官
に
任
じ
ら
れ
、
社
家
の
大
岡
宗
延
は
多
賀

大
社
祠
掌
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
多
賀
大
社
祠
官
に
は
宇

津
木
久
岑
祠
官
（
旧
彦
根
藩
士
）
が
任
じ
ら
れ
、
多
賀
神
社

は
宇
津
木
久
岑
祠
官
、
大
岡
宗
延
祠
掌
が
奉
仕
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

二
　
境
内
の
建
物
の
変
遷
と
神
仏
分
離

　
多
賀
大
社
で
は
江
戸
時
代
の
寛
永
年
間
に
未
曾
有
の
大
造

営
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
様
子
は
江
戸
時
代
の
多
賀
社
参
詣

曼
荼
羅
（
多
賀
大
社
所
蔵
・
新
本
）
に
委
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

が
、
境
内
に
は
本
殿
の
す
ぐ
そ
ば
に
護
摩
堂
、
如
法
堂
が
描

か
れ
、
本
堂
に
隣
接
し
て
不
動
院
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
四
月
の
大
火
で
は
社
頭
が
全

焼
し
、
各
坊
が
焼
失
し
た
が
、
翌
三
年
に
は
大
書
院
、
奥
書

院
な
ど
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の

火
災
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
台
風
な
ど
、
災
害
が
相

次
ぎ
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
木
曽
路

名
所
図
会
』（
後
に
『
近
江
名
所
図
会
』
に
も
転
載
・
収
録
さ

れ
る
）
に
あ
る
多
賀
大
社
の
図
に
「
本
社
跡
」「
不
動
堂
跡
」

「
本
地
堂
跡
」
な
ど
と
焼
失
し
た
殿
宇
の
跡
が
記
さ
れ
、「
近

年
社
頭
残の
こ
り

な
く
回く

わ
い

禄ろ
く

に
及
ぶ
。
今
ハ
み
な
仮
宮
也
」
と
説
明

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
火
災
の
後
遺
症
を
い
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
は
勧

化
御
免
の
許
し
を
得
て
お
り
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に

は
上
棟
、
同
九
年
に
は
正
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
と
お
り
、
新
政
府
の
神
仏
分
離
令
以
降
、
神
社
の

別
当
や
社
僧
に
復
飾
の
命
が
出
さ
れ
、
仏
教
に
関
係
し
た
建

造
物
や
仏
像
、
仏
具
類
を
置
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
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夜
四
つ
時
に
氏
子
拾
三
村
惣
代
ト
シ
テ
、
一
円
村
杢
太

夫
、
尼
子
村
藤
平
、
四
ッ
屋
徳
平
、
下
之
町
林
右
エ
門

都
合
四
人
罷
り
出
で
、
今
度
、
本
地
仏
、
氏
子
中
信
仰

致
し
た
き
心
組
に
御
座
候
間
、
何
卒
兼
ね
て
頼
み
置
き

候
通
り
、
仏
躰
斗
り
頂
戴
仕
り
た
く
、
此
の
段
宜
し
く

お
聞
届
け
成
し
下
さ
れ
、
と
頼
み
出
で
候
。
依
り
て
大

賀
氏
聴
取
し
置
き
候
事
。

　
翌
、
二
十
七
日
に
は
神
社
内
で
相
談
の
う
え
、
速
や
か
に

氏
子
に
譲
り
渡
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
午
後
に
は
本
地
仏
を

預
け
て
あ
っ
た
安
養
寺
を
呼
び
、
氏
子
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
氏
子
が
も
ら
い
受
け
に
来
た
ら
渡
す
よ
う
に
告
げ
た
。

　
六
月
一
日
に
は
氏
子
ら
が
本
地
仏
な
ど
本
地
堂
の
仏
像
を

も
ら
い
受
け
に
き
た
。
そ
の
と
き
引
き
渡
し
た
仏
像
な
ど
を

記
し
た
目
録
に
よ
れ
ば
、「
本
尊
と
脇
立
仏
二
体
」「
三
尊
仏

類
額
一
面
」「
四
天
王
」「
摩
耶
婦（
夫
）人

一
体
」「
五
如
来
」「
十

羅
刹
女
」「
普
賢
菩
薩
一
体
」「
毘
沙
門
天
一
体
」「
鬼
子
母

人（
神
）一

体
」
な
ど
で
あ
る
。
最
後
に
「
右
の
通
り
氏
子
者
え
書

真如寺阿弥陀如来坐像
（現在は重要文化財）もと多賀大社本地堂本尊。

付
渡
し
置
く
事
」
と
あ
る
。
本
地
仏
の
木
像
阿
弥
陀
如
来
は

現
在
、
多
賀
大
社
駅
か
ら
多
賀
大
社
に
向
か
う
参
道
に
あ
る

真
如
寺
の
本
堂
に
他
の
諸
仏
菩
薩
の
尊
像
と
と
も
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。
大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
・
一
九
二
六
）
に
は

真
如
寺
所
有
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
多
賀
大
社
で
は
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
の

は
じ
め
に
か
け
て
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
像
の

所
有
者
名
を
「
多
賀
神
社
」
に
戻
そ
う
と
当
時
の
長
谷
外
余

男
、
高
根
政
次
郎
両
宮
司
が
滋
賀
県
と
交
渉
し
た
。
昭
和
二

年
に
は
名
義
訂
正
に
関
す
る
手
続
き
も
進
め
ら
れ
、
七
月

二
十
五
日
に
は
滋
賀
県
学
務
部
長
か
ら
官
幣
大
社
多
賀
神
社

宮
司
宛
、
明
治
四
年
に
真
如
寺
に
預
け
入
れ
た
仏
像
が
、
前

年
八
月
に
真
如
寺
の
所
有
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
が
、

精
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
賀
大
社
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
の
で
目
下
、
名
義
を
訂
正
す
る
手
続
き
中
で
あ
る
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
多
賀
大
社
の
昭
和
大

造
営
（
昭
和
初
年
〜
八
年
）
の
間
は
県
に
無
益
の
刺
戟
を
与

え
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
し
ば
ら
く
こ
の
運
動
は
中

止
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
四
月
に
長
谷
宮
司
が
橿
原
神
宮
宮
司

に
栄
転
し
、
後
任
の
高
根
宮
司
が
在
任
八
か
月
で
急
逝
し
た

こ
と
、
県
庁
の
部
長
、
課
長
の
転
任
が
相
次
ぎ
、
こ
の
問
題

は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。	（
こ
の
経
緯
は
『
多
賀

大
社
叢
書
　
論
説
篇
』
所
収
「
多
賀
本
地
仏
始
末
記
」
に
詳
し
い
）

結
果
、
僧
侶
が
還
俗
し
て
社
家
と
な
る
な
ど
、
多
賀
大
社
で

も
大
き
な
変
革
が
生
じ
た
。
建
造
物
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前

述
し
た
上
知
の
際
、
明
治
四
年
に
彦
根
藩
に
提
出
し
た
「
現

今
地
景
絵
図
」
で
は
、
本
地
堂
を
祓
殿
と
し
、
庵
室
を
忌
殿

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
七
年
一
月
十
九
日
に
火
災
が

発
生
し
、
本
社
末
社
は
無
事
で
あ
っ
た
も
の
の
、
旧
本
地
堂
、

旧
庵
室
が
焼
失
し
た
。そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
日
記
で
は「
火

ノ
縁
等
の
儀
取
調
べ
候
処
、
空
室
に
御
座
候
間
、
一
切
相
分

り
申
さ
ず
候
」
と
、
空
室
で
あ
っ
た
た
め
原
因
が
分
か
ら
な

か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

三
　
仏
像
・
仏
具
類

　
多
賀
大
社
に
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
九
月
の
時
点
で

の
神
社
の
宝
物
を
書
き
上
げ
た
「
多
賀
大
社
御
宝
物
附
」
が

あ
る
が
、
現
在
は
そ
の
一
部
し
か
残
存
し
て
い
な
い
。
明
治

四
年
の
騒
動
で
ほ
と
ん
ど
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
西
村
為
示
氏
の
「
多
賀
大
社
神
佛
分
離
史
料
」（『
多
賀
大

社
叢
書
　
論
説
篇
』
所
収
）
に
古
老
の
言
伝
え
と
し
て
お
お

よ
そ
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
年
の
五
月
以
前
に
社
家
側
は
付
近
の
住
民
と
共
に

不
動
院
及
び
他
三
院
に
乱
入
し
、
仏
像
を
始
め
、
仏
具

類
を
投
棄
し
た
。
付
近
住
民
は
宝
物
・
什
器
類
を
争
っ

て
奪
い
、
襖
絵
ま
で
切
り
と
っ
た
。
本
地
仏
は
本
地
堂

か
ら
搬
出
さ
れ
、
表
門
付
近
の
露
天
に
遺
棄
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
五
月
二
十
六
日
に
は
氏
子
総
代
が
本
地
仏
を
貰
い

受
け
に
や
っ
て
来
た
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

※	

四
回
に
わ
た
り
「
多
賀
大
社
の
神
仏
習
合
と
神
仏
分
離
」

と
題
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
益
々
の
多
賀
大
社
の
ご
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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二
万
円
灯

─
十
五
灯
─

滋
賀
県

多
賀
町

多
賀
大
社 

節
分
会

─
五
灯
─

滋
賀
県

彦
根
市

㈱
平
和
堂

滋
賀
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
彦
根
店

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
滋
賀
㈱

愛
知
県

山
本 

守
男

岐
阜
県

小
寺 

智
恵

─
三
灯
─

滋
賀
県

多
賀
町

多
賀
大
社 

頭
人
会

─
二
灯
─

滋
賀
県

多
賀
町

㈱
多
賀
組

多
賀
大
社 

節
分
会 

幹
事
会

大
津
市

瀬
川 

勝
規

彦
根
市

㈱
伊
藤
組

彦
根
露
店
組
合

近
江
鉄
道
㈱

草
津
市

太
田
酒
造
㈱

大
阪
府

大
阪
誠
照
会

石
川
県

中
川 

忠
幸

岐
阜
県

㈲
岐
阜
シ
ス
テ
ム

─
一
灯
─

滋
賀
県

多
賀
町

参
天
製
薬
㈱

西
澤 

政
男

伊
藤
石
材
店

㈱
文
教
ス
タ
ヂ
オ

㈱
清
水
鐵
工
所

共
同
電
気
㈱

㈱
伊
勢
幾

山
甚
開
発
㈱

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 
製
品
設
計
二
課

中
村 

善
一
郎

㈱
フ
タ
バ
ヤ 
彦
根
店

㈱
田
中
家
石
材

森 

喬
也

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

田
中
電
気
設
備
管
理
事
務
所

藤
村 

紀
子

東
近
江
市

山
本 

昇

河
原
﨑 

智
久

𦚰 

正
己

古
田 

善
子
郎

廣
田 

清
和

川
合 

勝
治

小
池
会

平
岩 

勝

田
中 

俊
樹

濵
崎 

伸
二

近
江
八
幡
市

中
村 

善
一
郎

甲
良
町

金
田 

藍

㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ス
テ
ム

㈱
一
休
庵

草
津
市

杉
江 

満
之

村
岡
通
信
建
設
㈱

長
浜
市

改
田 

一
夫

草
野 

浩
一

藤
居 

大
暉

㈱
か
わ
重

寺
村 

正
和

尾
崎 

正
三

藤
居 

良
隆

節
分
会 

南
郷
里
柏
寿
会

豊
郷
町

西
山 

重
治

愛
荘
町

近
江
印
刷
㈱

藤
野 

翔
平

岐
阜
県

加
納 

稔
敬

田
中
社
寺
㈱

村
瀬 

雄
太

伊
藤 

貞
男

末
松 

兄
史

駒
井 

均

藤
田 

三
蔵

桐
山 

勝
司

㈱
松
井
組

多
和
田 

克
征

今
井 

榮
子

安
藤 

善
康

安
藤 

明
美

大
阪
府

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

多
賀 

久
恭

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
ク
レ
ス
コ

㈱
ワ
ン
オ
フ
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

㈱
大
阪
農
林
会
館

㈱
ラ
イ
ン
ビ
ル
ド

三
協
興
産
㈱

ハ
ク
キ
ン
カ
イ
ロ
㈱

㈱
鳥
芳

曽
根
﨑 
義
基

ダ
イ
ワ
工
業
㈱

京
都
府

東
和
奉
産
㈱

神
谷 

優
子

北
村 

幸
信

八
田 

好
子

兵
庫
県

清
水 

巖

大
塚 

誠
次
郎

岡
山
県

灘
崎
㈱

山
本 

正
衛

愛
媛
県

㈱
聖
高

福
井
県

寺
島 

進
一
郎

㈱
武
村
鐵
工
所

石
川
県

秋
山 

太
助

水
野 

美
帆

富
山
県

柴
野 

裕
一

藤
塚 

仁

杉
本 

奈
実
子

群
馬
県

古
澤 

英
彦

古
澤 

晴
子

野
田 

慶
子

兵
庫
県

塩
月 

照
世

広
島
県

井
上 

明
美

─
一
灯
─

滋
賀
県

多
賀
町

奥
山
の
癒
し
処 

風
緑

共
栄
社
化
学
㈱

日
世
㈱
び
わ
湖
工
場

井
上 

尚
世

上
田 

正
義

㈱
マ
ル
ト

小
西 

清

平
塚 

喜
三

久
保 

久
良

城
貝 

忠
信

富
田 

平

安
藤
酒
店

尾
谷 

忠
之

目
加
田 

稔

木
村 

光
伸

㈱
木
村
重
兵
衛
商
店

龍
見 

滋
子

西
䑓 

俊
夫

㈱
滋
賀
銀
行 

多
賀
支
店

木
村 

克
之

彦
根
倉
庫
㈱

彦
根
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

種
村 
喜
代
美

青
竜
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈱
コ
ザ
イ
工
業

飯
尾 

淳
一
郎

飯
尾 

俊
一

真
志
創
建
㈱

一
万
円
灯

─
五
灯
─

愛
知
県

戸
田 

栄

─
三
灯
─

滋
賀
県

彦
根
市

西
村
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業

愛
知
県

近
藤 

種
廣

則
竹 

博

岐
阜
県

福
地 

博

─
二
灯
─

滋
賀
県

高
島
市

平
井 

美
代

野
洲
市

深
田 

義
廣

栗
東
市

林 

嘉
彦

彦
根
市

㈱
伊
藤
組

㈱
剛
友
製
作
所

甲
良
町

㈱
ボ
ク
シ
ー

近
江
八
幡
市

立
正
佼
成
会 

滋
賀
教
会

愛
知
県

舘 

哲
二

岡
山
県

寺
山 

泰
生

岐
阜
県

武
田 

久
雄

武
藤 

喜
美
夫

川
地 

昭
義

藤
塚 

惠
美
子

木
下 

義
隆

森
野 

⻆
男

今
堀 

芳
男

ト
ミ
エ
板
金

𦚰 

弘
和

森
野 

定
一

𦚰 

眞
澄

木
下 

宣
弘

森
野 

良
廣

井
口 

正
司

井
口 

博
史

井
口 

哲
司

福
永 

信
行

今
堀 

丈
次

今
堀 

豊

今
堀 

敏
仁

今
堀 

太
平

今
堀 

九
一
郎

井
口 

良
一

メ
ー
ル
設
計

森
田 

重
信

角 

三
郎

長
谷
部 

達
成

石
垣
畳
店

山
田 

郁

波
多
野 

惇
志

谷 

若
子

廣
瀬
石
材
店

小
川 

精
八

植
田 

光
男

吉
岡
ウ
エ
ビ
ン
グ
㈱

楠
亀 

正
男

城 

秀
樹

村
山 

清
一
郎

村
山 

元

辻 

義
一
郎

中
村 

政
雄

㈲
窓
快
工
房
共
栄

深
尾 

忠
一
郎

タ
カ
ギ
電
設

濵
﨑 

ト
シ
子

澤 

俊
夫

多
賀
㈱

㈱
井
樋

彦
根
急
送
㈱

山
本
機
工
㈱

大
津
市

㈱
メ
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ル
ー
ツ
石
山

原
田 

か
づ

松
下 

和
美

川
下 

喜
代
子

境
田 

基
広

椋
棒 

巌

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト

野
村 

隆
嗣

木
村 

は
つ

木
村 

敬
太
郎

坂
口 

光
伸

仲
川 

恵
太
郎

清
水 

敏
彦

清
水 

美
智
子

清
水 

智
之

高
島
市

井
保 

猛
司

萬
木 

明
子

永
野 

ト
ミ
ヱ

永
野 

繁
男

野
洲
市

北
村 

博
子

藤
井 

利
幸

辻
川 

勇

竜
王
町

川
嶋 

哲
也

川
嶋 

健
市

栗
東
市

田
中 

康
人

安
藤 

辰
夫

青
山 

賢
造

山
縣 

知
広

湖
南
市

小
西 

充

隠
塚 

正
彦

小
倉 

大
藏

甲
賀
市

木
村 

緑

森
地
か
づ
へ

林 

心
也

谷
内 

今
日
一
郎

谷
内 

セ
ツ

相
坂 

七
蔵

相
坂 

静
代

門
坂 

章

米
原
市

エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖

上
田 

隆
司

北
川 

行
雄

井
戸 

知
恵
美

㈲
景
樹
園

岩
﨑 

卓
巳

㈱
旭
ハ
ウ
ジ
ン
グ

藤
本 

英
子

堀
田 

嘉
広

高
木 

純
二

高
木 

し
ず
を

大
橋 

進

笹
木 

孝
子

西
川 

宏
臣

彦
根
市

堀
口 

敏
明

楠
堀 

治
一

澤 

宏
樹

渡
邊 

幹
雄

中
田 

茂
男

㈱
北
川
鉄
工
所

居
川 

外
實

寺
沢 

節
男

端 

重
之

㈱
王
本
電
工

松
本 

晃
一

北
川 

好
枝

沼
波 

素
子

林 

新
三

木
村 

康
夫

田
中 

伸
明

稲
毛 

友
幸

中
村 

誠
作

㈱
千
成
亭

西
川 

宏

伏
木 

礼
司

一
圓 

億
夫

城
陽
産
業
㈱

㈲
田
中
印
刷
所

平
井 

治

大
谷 

浩
司

野
上 

謙
治

千
田 

次
夫

今
村 

英
二

gérbera 

ジ
ェ
ル
ベ
ラ

岡 

秀
和

上
田 

善
治

㈲
藤
塚
時
計
店

奥
野 

文
雄

南
澤 

純
三

若
林 

次
郎

田
井
中 

順
次

大
和
証
券
㈱
彦
根
支
店

清
水 

克
己

小
鉢
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

塚
本
医
院

㈱
フ
レ
ー
バ
ー

桒
原 

輝
雄

夏
原
工
業
㈱

香
宮 

郁
夫

岡
野 

嘉
彦

宮
本 

豊
和

宮
本 

郁
美

小
林 

太
喜
男

文
村 

俊
治

東
近
江
市

井
口 

結
菜

中
堀 

正
儀

大
前 

欽
市

大
湖
産
業
㈱

小
寺 

康
之

藤
井 

実

杉
田 

篤

松
本 

𠮷
史

河
原
﨑 

三
喜
男

辻 

吉
弘

㈱
ミ
ヤ
ジ
マ

多
賀
屋

㈲
藤
居
製
作
所

㈱
莚
寿
堂

四
手
氏
子
中

寿
命
そ
ば 

渡
辺 

元
治

多
賀
観
光
協
会

犬
上 

岳

多
賀
大
社
氏
子
総
代
会

大
津
市

パ
ラ
セ
ン
ス
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ー
シ
ョ
ン

杉
岡 

拓
弥

杉
岡 

久
江

野
洲
市

小
川
珈
琲
㈱

栗
東
市

㈱
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト

湖
南
市

甲
西
中
央
歯
科

甲
賀
市

知
田 

末
吉

信
楽
多
賀
講

㈲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

ひ
ま
わ
り
の
家

米
原
市

三
軌
工
業
㈱

牧
野 

修
三

藤
岡 

儀
一

河
地 

守

中
川 

満
雄

彦
根
市

田
中 

和
夫

㈲
末
永
開
発

西
川 

傳
一

㈱
西
澤
工
務
店

三
輪 

和
宏

森
野 

克
彦

㈱
イ
ズ
ミ

㈱
永
昌
堂
印
刷

㈲
オ
フ
ィ
ス
タ
ニ
ザ
ワ

田
中 

一
郎

一
圓
テ
ク
ノ
ス
㈱

㈱
一
色
製
作
所

山
崎 

時
雄

矢
吹 

敏
明

川
分 

善
孝

㈱
公
益
社

木
川 

英
樹

川
瀬
計
理
事
務
所

北
村 

昌
造

日
野
町

武
本 

藤
治
郎

東
京
都

今
井 

純
子

神
奈
川
県

桒
原 

榮
一

大
田 

壹
千

大
田 

ト
シ
子

静
岡
県

髙
橋 

正
𠮷

愛
知
県

中
西 

智

小
澤 

素
生

岩
瀬 
仁
紀

神
谷 
髙
雄

杉
﨑 
文
彦

灘
崎
㈱ 
名
古
屋
営
業
所

市
原 

久
子

永
一
産
商
㈱

坂
野 

絢
子

後
藤 

英
治

伊
東 

忠
彦

井
本 

尚
樹

髙
見 

勝
俊

深
谷 

実
敬

深
谷 

審
一

牧
野 

錦
司

田
村 

公
平

前
橋 

保
彦

山
本 

孝
男

後
藤 

鎭
子

奥
村 

浩
光

㈱
富
本
設
計

㈲
ヤ
ツ
ル
ギ
自
動
車

伊
藤 

和
夫

柴
田 

和
廣

不
破 

郁
郎

尾
見 

昌
宏

㈱
大
智
建
設

鷲
見 

幸
治

鷲
見 

純
子

鷲
見 

智
惠
子

三
重
県

藤
井 

保
之

葛
巻 

錠
治

葛
巻 

洋
子

山 

明
訓

小
泉 

邦
也

安
濃
建
設
㈱

本
年
も
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
献
灯
を
頂
き
、
盛
大
に
万
灯
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
一
万
円
以
上
の
ご
献
灯
者
を
左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

但
し
、
戒
名
は
申
込
者
名
で
、
連
名
は
代
表
者
名
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

万
灯
祭
ご
献
灯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

8

ご
献
灯
名
簿



近
江
八
幡
市

中
川 

廣
子

保
知 

忠
雄

中
村 

由
太
郎

岩
渕 

朋
子

亀
板 

彦
四
郎

た
ね
や

甲
良
町

若
林 

嘉
昭

桂
田 

誠
一

桂
田 

剛
司

川
並 

孝
一

川
並 

健
嗣

守
山
市

山
田 

真
一

山
田 

亘
宏

草
津
市

堀
井 

喜
一

山
浦 

敏
子

西
川 

英
雄

福
井 

安
兵
衛

中
島 

陽
可
壽

長
浜
市

富
士
印
刷
㈱

髙
田 

兵
衛

大
橋 

元
信

明
文
舎
印
刷
商
事
㈱

森 

博
鈴
木
商
店

㈲
セ
イ
フ
ァ

寿
え
ひ
ろ
衣
裳

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
ス
ズ
キ

村
山 

晃

村
山 

弘
明

村
山 

広
季

中
嶋 

喜
代
治

川
崎 

隆
嗣

中
川 

定
彦

藤
井 

恒
夫

赤
尾 

栄
司

石
光 

文
博

山
田 

英
雄

松
村 

文
子

内
藤 

滋
雄

笑
笑

金
子 

勉

福
永 

豊
子

瀧
澤 

嘉
一
郞

焼
肉
ま
る
は
ち

尾
﨑 

恵
美
子

㈲
滋
賀
上
水
工
業

山
下 

勇
男

岩
手
県

本
山 

信
一

大
阪
府

井
上 

克
昌

井
上 

登
志
子

森 

克
良

西
尾 

正
彦

西
尾 

和
子

㈱
コ
ム
イ
ン

桝
本 

貴
道

ヨ
シ
ダ
印
刷
㈱

大
阪
誠
照
会

毘
沙
門
院 

剛
史

久
保 

孝
治

中
嶋 

博
子

藤
井 

春
男

𠮷
田 

成
男

三
辻 

亮

的
場 

恒
夫

多
賀 

義
高

㈲
ア
ー
ス
ビ
ル
ド

近
藤 

英
次

藤
田 

康
宏

江
島 

史
朗

江
島 

毅

奥
野 

正
次

嶋
川 

正
夫

中
田 

稔
子

乘
本 

学

折
戸 

ミ
サ
子

籏
埜 

裕
久

阪
本 

将
一

奥 

一
夫

西
本 

静
枝

岡
山
県

𠮷
玉 

愛
子

𠮷
玉 

明
正

白
神 
尚
延

鹿
児
島
県

池
口 

恵
観

神
奈
川
県

季
樂

岡
部 

達
昭

石
川 

英
子

福
島 

誠

澤
田 

爲
寛

多
賀 

道
子

林 

育
代

今
村 

慶
之
助

壺
井 

多
賀
子

岐
阜
県

堀
田 

房
義

平
野 

正
治

浅
野 

治
男

浅
野 

博
和

伊
藤 

忠
和

水
谷 

昌
行

鍋
島 

富
美
子

松
村 

宏
造

服
部 

嘉
江

城 

嘉
孝

鈴
木 

康
広

服
部 

宗
彦

相
羽 

康
雄

林 

宏
光

加
藤 

康
成

佐
藤 

博
一

服
部 

鉄
男

石
原 

義
隆

杁
江 

豊

伊
藤 

喜
紀

中
野 

秀
明

人
形
処
柴
田

太
田 

英
茂

㈱
𠮷
田
工
務
店

㈱
サ
ニ
ア
工
業

猪
飼 

久
子

木
下 

節
男

古
田 

孝
之

伊
藤 

一
三

川
㟢 

昌
紀

伊
藤 

美
喜
雄

伊
藤 
義
清

伊
藤 
輝
男

平
野 

敏
男

平
野 

清
六

平
野 

美
代
子

石
川
県

沢
柳 

健
二

若
林 

茂

山
下 

友
輔

山
下 

実
友

山
下 

香
奈

加
藤 

晴
子

中
川 

信
幸

奥 

義
正

奥 

豊
子

奥 

初
奥 

キ
ミ

大
谷 

千
代
子

坪
内 

ゆ
か

秋
山 

澄

秋
山 

鈴
子

豊
郷
町

上
田 

達
也

西
山
繊
維
㈱

㈱
ア
イ
エ
ム
エ
ー

㈱
昌
興

雅
商
事
㈱

愛
荘
町

川
口
加
工
所

小
川 
志
津

谷 

幹
義

㈲
梅
田
レ
ー
ス

冨
永 

笑
子

山
縣 

俊
之

山
縣 

和
子

竹
内 

理
生

竹
内 

瑠
輝

日
野
町

樫
野 

ま
さ

樫
野 

賢
一

道
津 

豊
𠮷

イ
ヴ
カ
ン
パ
ニ
ー

星
田 

章
夫

奥
野 

幸
治

愛
知
県

寺
部 

明
子

中
西 

み
ち

㈱
ニ
デ
ッ
ク

蒲
郡
多
賀
講

長
谷 

幸
恵

長
谷 

美
都
子

熊
谷 

美
紅

伴 

繁
夫

内
海 

宜
久

五
十
嵐 

喜
久
雄

神
谷 

光
枝

鈴
村 

秀
実

近
藤 

泰
憲

後
藤 

拓
大

山
口 

力
矢

小
出 

育
功

大
橋 

一
世

㈱
西
脇
製
作
所

伊
藤 

待
雄

近
藤 

小
有
里

中
島 

暉
夫

中
島 

静
枝

吉
川 

兼
人

岸
川 

豊

木
村 

春
吉

安
藤 

さ
き
江

永
井 

優
哉

永
井 

舜
大

橋
本 

茂
紀

堀
江 

桂

伊
藤 

享
子

杉
山 

悠
紀
子

不
破 

達
生

赤
尾 

正
明

松
野 

守
正

㈱
森
ブ
ロ
ッ
ク

清
水 

道
夫

白
木 

昭

山
田 

浩
三

後
鳥 

慎
治

大
西 

信
夫

橋
本 

幸
夫

小
林 

幸
子

扇
間 

み
つ
子

細
野 

利
男

細
野 

毅

北
岡 

米
一

黒
谷 

信
枝

所 

定
夫

日
比
野 

敏
一

林 

眞
太
郎

鳥
本 

哲
夫

兼
村 

一
雄

篠
田 

悦
雄

梅
村 

十
三
日

篠
田 

仁
德

景
山 

茂
久

小
瀬
木 

好

酒
井
田 

卦
市

中
村 

良
夫

桐 

尚
文

㈲
フ
セ
ヤ
塗
装

太
田 

弘
一

田
中 

正
道

田
中 

美
代
子

田
中 

裕
美

田
中 

稀
咲
羅

渡
辺 

チ
ヨ

加
藤 

一
巳

渡
邉 

貴
正

後
藤 

英
雄

大
垣
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱

辻 

伸
昌

㈱
辻
工
務
店

伸
建

田
中 
稔

中
嶋 

亨

堀 

眞
人

堀 

重
人

岡
田 

芳
弘

岡
田 

弘

服
部 

式
男

不
破 

政
子

㈲
青
山
鉄
工
所

三
浦 

周
二
朗

㈱
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

齊
木 

登
代
子

後
藤 

幹
子

家
田 

公
恵

髙
見 

茂
宏

石
原 

進

廣
井 

壽

水
野 

庄
三

加
藤 

肇

髙
橋 

郁
子

鈴
木 
錡

長
谷
川 
浩
夫

磯
村 
忠
雄

㈱
マ
ル
キ
化
成
工
業
所

石
黒 

満
昭

鈴
木 

邦
男

近
藤 

定
明

鈴
木 

英
世

宇
野 

里
津
子

青
木 

富
夫

後
藤 

竜
二

近
藤 

章
博

深
谷 

み
ち
子

加
古 

雅
雄

加
古 

誠
治

小
出 

紀
子

間
瀬 

俊
行

新
美 

次
郎

蟹
江 

惟
司

小
島 

冨
代

小
島 

清
成

深
川 

清
司

北
川 

幸
太
郎

石
田 

俊
光

柴
田 

厚
子

服
部 

与
志
雄

菊
池 

武
徳

田
中 

義
郎

小
林 

和
代

鈴
木 

智
裕

吉
田 

弘
一

吉
田 

昭
江

小
川 

和
江

大
倉 

正
敏

大
池 

進

工
藤 

喜
代

後
藤 

庄
樹

佐
橋 

髙
夫

稲
山 

博
務

髙
田 

哉
子

村
田 

奎
吾

岡
崎 

弘
則

近
藤 

敏
春

佐
藤 

延
久

岡
部 

邦
栄

岡
田 

幸
𠮷

加
藤 

万
智
男

國
嶋 

昇

㈲
太
閤
建
設

臼
井 

治
郎

河
口 

礼
子

傍
島 

浩
蔵

佐
久
間 

勝
義

堀
田 

利
彦

岩
永 

辰
也

目
加
田 

智
美

前
田 

勝
治

広
瀬 

桂

浅
野 

泰
弘

浅
野 

昌
宏

大
岩 

房
子

川
瀬 

秋
夫

川
瀬 

昇

小
谷 

冨
士
夫

㈲
樋
口
石
油
店

林 

辰
男

山
田 

幸
男

伊
藤 

照
雄

髙
木 

保
則

芳
田 

一
美

桐
山 

光
明

山
下 

正
雄

川
地 

静
夫

谷
川 

勤

小
寺 

実

川
瀬 

政
勝

星
野 

榮
壱

谷 

基
彦

樋
口 

孝
之

樋
口 

ゆ
み

吉
田 

光
利

内
田 

柳
次

牛
嶋 

和
朗

松
久 

利
昭

香
田 

龍
太
朗

川
端 

篤
志

津
田
建
巧
㈱

日
比
野 

守
男

渡
辺 

房
江

若
山 

義
昭

溝
口 

隆
弘

亀
井 

良
夫

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱

富
本 

一
久

山
中 

卯
津
樹

小
川 

宏

中
條 

巖

㈱
サ
ン
ヴ
ォ
ー
レ

中
島 

一
紀

後
藤 

金
成

石
田 

英
明

石
川 

欣
志

山
田 

博
基

加
藤 

輝
和

鈴
木 

良
弘

㈲
清
宝
自
動
車

長
谷
川 

雅
髙

長
谷
川 

雅
俊

岩
田 

光
正

水
野 

益
雄

川
口 

ゆ
み
子

秋
田 

将
成

岡
村 

國
正

岡
村 

ゆ
み
ゑ

藤
田 
佳
孝

田
中 
末
子

吉
田 

秋
光

山
田 

民
子

山
岸 

春
樹

馬
場 

敏
景

馬
場 

幸
江

馬
場 

裕

馬
場 

真

梶
浦 

登

星
川 

文
三

山
内 

𨥆
昌

波
多
野 

弘
幸

中
野 

修

平
松 

昭

木
村 

治
樹

鵜
飼 

由
子

家
田 

宗
雄

杉
原 

正

石
黒 

義
孝

石
黒 

幸
志

平
野 

進

林 

花
子

川
合 

良
和

川
合 

洋
子

児
島 

喜
美
子

竹
市 

𣳾
子

南
谷 

公
貫

玉
田 

光
利

國
立 

治
己

國
立 

蔦
子

板
津 

忠
夫

嶋
崎 

良
造

上
村 

惠
宏

井
戸 

欽
次

堀
井 

省
治

堀
井 

了
子

和
田 

知
佳

田
口 

信
二

櫻
井 

鉞
三

佐
伯 

砂
登
子

足
立 

宏

大
前 

英
生

杉
山 

恒
夫

神
戸 

照
雄

京
都
府

㈱
京
都
西
川

㈱
カ
ナ
ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

森 

栄
次
郎

垣
見 

和
敏

㈱
片
岡
商
店

福
田 

孝
生

所
川 

安
博

長
澤 

靜
子

大
岡 

義
和

近
畿
リ
フ
ト
㈱

村
城 

信
隆

山
口 

勝
己

埼
玉
県

武
藤 

博
昭

出
野 

悦

佐
賀
県

川
原 

信
幸

静
岡
県

豊
田
機
械
工
業
㈱

平
井 

誠
一

島
澤 

仁

小
野 

惠
美
子

榛
葉 

保

原
田 

堅
一

後
藤 

数
馬

安
間 

紀
雄

島
根
県

因
原
神
楽
団

千
葉
県

岡
部 

広
光

田
中 

爲
𠮷

東
京
都

中
村 

秀
一

永
井 

里
佳

大
橋 

玉
枝

川
口 

孝

柴
田 

好
子

北
村 

譲
二

加
藤 

幸
光

小
橋 

了
子

荒
澤 

志
津
子

多
賀
工
業

小
野 

美
惠
子

小
野 

圭
子

萩
原 

良
幸

柳
澤 

里
子

佐
々
木 

紬

伊
佐
次 

啓
二

永
曽 

重
光

長
崎
県

岩
本 

悠
記
子

秋
山 

雅
美

長
野
県

飯
島 

一
成

飯
島 

明
子

青
柳 

智
之

轟 

健
治

小
日
向 

義
夫

池
田 

美
里

矢
嶋 

正
康

田
畑 

辰
治

奈
良
県

木
村 

吉
伸

石
井 

い
さ
お

ケ
ン
テ
ッ
ク
㈱

津
石 

章
子

㈱
垣
内
奉
神
堂

柚
木 

花
恵

森
北 

正
治

井
上 

勘
解
由

後 

明
果

大
木 

茂
範

新
潟
県

福
嶋 

伸
也

石
坂 

若
葉

田
村 

忠
義

多
賀 

功

兵
庫
県

三
好
住
宅

山
形 

直
樹

住
友 

修

米
谷 

登

島
田 

康
治

田
中 

潤
平

広
島
県

井
上 

嘉
包

井
上 

登
喜
子

中
津 

桃
子

福
井
県

小
坂 

富
子

小
坂 

聡

中
川 

紀
雄

腹
巻 

清
子

中
村 

康
孝

古
川 

登

髙
橋 

五
郎

竹
村 

晃
市
郎

福
岡
県

河
野 

隆

田
尻 

啓
介

宮
﨑 

チ
ヅ
ヨ

三
重
県

太
田 

俊
美

森 

恒
子

花
井 

勇
夫

冨
田 

昌
孝

箱
本 

チ
ヨ

森
田 

淳
子

梅
田 

修
造

伊
藤 

勝
治

若
松 

芳
弘

㈱
あ
い
商
事

島
子 

規
子

後
藤 

隆
之

岡
野 

理

木
村 

八
重
子

鈴
木 

悦
子

宇
陀 

清
隆

伊
勢
国
産
合
資
会
社

㈱
神
路
社

安
井 

清
重

山
口 

傑

宮
城
県

渡
邉 

朋
子

木
田 

真
美

宮
崎
県

児
玉 

佳
子

山
梨
県

ク
リ
ス
タ
ル
ラ
ブ

和
歌
山
県

川
口 

智
弘

小
鯖 

恵

小
野 

正
人

小
野 

登
紀
子
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こ
の
度
、
今
上
陛
下
御
在
位
三
十

年
を
卜
し
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て

損
傷
が
著
し
い
神
輿
庫
の
修
繕
工
事

が
行
わ
れ
た
。

　
神
輿
庫
は
昭
和
十
一
年
に
平
屋
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
改
築
さ
れ

て
よ
り
八
十
二
年
を
経
て
特
に
屋
根

の
老
朽
が
目
立
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

鮮
や
か
な
銅
板
屋
根
に
葺
き
替
え
ら

れ
ま
し
た
。

修繕工事を終えた神輿庫

　
自
動
車
お
祓
い
所
の
一
部
を

本
社
で
ご
祈
祷
を
受
け
る
方
の

駐
車
場
（
約
30
台
）
と
し
て
開

放
し
て
お
り
ま
す
。
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
が
ご
利
用
下
さ

い
。

　
な
お
、
満
車
の
際
は
従
来
通

り
大
駐
車
場
（
無
料
）
に
お
廻

り
下
さ
い
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
三
種
の
授
与
品
を
お
頒
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
悩
み
や
不
安
、
困
難
の
支
え
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
授
与
品
　
ご
紹
介

祈
祷
者
駐
車
場

神
輿
庫
屋
根
葺
替
工
事

新
た
な「
い
の
ち
」に
思
い
を
込
め
て

合格だるま守り　1,500円

勝
かち

守り
1,000円

交通安全カード守り
1,000円

　
今
春
よ
り
安
産
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
方
に
祈
願
の
小
絵

馬
の
授
与
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
安
産
の
象
徴
と

さ
れ
る
犬
が
描
か

れ
た
小
絵
馬
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
ご
記
入
頂
き
、

子
安
神
社
に
新
設

さ
れ
た
絵
馬
掛
け

に
願
い
を
掛
け
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

306

307

多 賀

至 東近江市

セブンイレブン

絵馬通り

本殿

彦根IC

多賀北

自動車お祓い所

大駐車場
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ち
は
や
ぶ
る　

多
賀
の
社
は　

華
や
ぎ
て

　
　

雅
楽
の
音
色　

月
に
響
け
り�

多
賀
町
　
宮
野
　
昭
子

ち
ち
ろ
鳴
き　

雅
楽
奏
で
る　

御
社
に

　
　

月
昇
り
き
て　

諸
人
照
ら
す�

長
浜
市
　
山
岡
美
和
子

平
成
の　

御
世
の
最
後
の　

月
の
宴�

彦
根
市
　
細
田
惠
貢
子

千
木
照
ら
し　

神
杉
渡
る　

望
の
月�

彦
根
市
　
佐
古
　
徳
子

観
月
祭
　
献
詠
献
句

短
歌
特
選

俳
句
特
選

10月・11月の期間中、特別プランをご用意いたしました。
記念写真・レンタル衣装のご予約も承っております。

広
い
境
内
や
神
聖
な
杜

国
の
名
勝
で
あ
る

お
庭
を
望
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
最
適
！

広
い
境
内
や
神
聖
な
杜

国
の
名
勝
で
あ
る

お
庭
を
望
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
最
適
！

会席膳　5,400円～ お子様料理　1,620円～

松華堂　3,240円～ 御食初膳　3,240円～
※写真はイメージです。※写真はイメージです。 ※別途・サービス料を頂きます。※別途・サービス料を頂きます。
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人
事

昇
　
進

【
二

級

上
】�

稲
毛
　
友
幸

�

（
平
成
三
十
年 

八 

月
　
三
十
日
付
）

【
禰

　

宜
】�

川
原
　
隆
司

�

（
平
成
三
十
年 

六 

月
　
十
五
日
付
）

【
二

　

級
】�

城
　
　
秀
樹

�

（
平
成
三
十
年 

七 

月
　
十
　
日
付
）

【
二

　

級
】�

奥
　
　
隆
栄

�

（
平
成
三
十
年 

七 

月
　
十
　
日
付
）

採
　
用

【
舞
女
兼
事
務
員
】�

大
西
　
瑞
生（平

成
三
十
年 

三 

月
二
十
五
日
付
）

�

西
澤
　
　
杏（平

成
三
十
年 

三 

月
二
十
五
日
付
）

退
　
職

【
禰

　

宜
】�

大
宮
　
修
身

�

（
平
成
三
十
年 

五 

月
　
一
　
日
付
）

【
権

禰

宜
】�

古
野
　
宗
俊

�

（
平
成
三
十
年 

三 

月
二
十
五
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】�

北
川
　
美
穂

�

（
平
成
三
十
年 

六 

月
　
三
十
日
付
）

来
年
の
干
支
、
己
亥
（
つ
ち
の
と
い
）
は

新
し
い
植
物
の
新
芽
が
表
れ
よ
う
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
定
め

心
を
落
ち
着
け
て
物
事
を
始
め
よ
う
と
す
れ
ば

良
い
方
向
に
芽
が
表
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

えと鈴

えと鈴……………… ￥800
えと張子…………… ￥800
首振りえと張子…… ￥1,000
鏑矢………………… ￥2,000
守護矢……………… ￥1,000

ふく枡……………… ￥2,000
熊手（特大）………… ￥10,000
熊手（大）…………… ￥5,000
熊手（中）…………… ￥3,000
熊手（小）…………… ￥1,000守護矢

鏑矢

ふく枡

えと張子

首振りえと張子

初
詣
は
お
多
賀
さ
ん
へ

　
去
る
七
月
、
西
日
本
地
域

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
し
た
「
西
日
本
豪
雨
」
に

対
し
、
参
拝
者
の
皆
様
か
ら

お
寄
せ
頂
い
た
義
援
金
は
共

同
募
金
会
を
通
じ
て
被
災
地

に
お
届
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
方
の
お
気
持
ち
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

西
日
本
豪
雨
義
援
金
御
礼

記

後

集

編

　
表
紙
の
写
真
は
当
社
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ア
ッ
プ
し

た
も
の
で
す
。

　
年
間
祭
事
や
四
季
折
々
の

社
頭
風
景
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
魅
力
あ
る
多
賀

大
社
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
フ
ォ
ロ
ー
（
い
い

ね
）を
お
願

い
し
ま
す
。

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀604　tel.0749-48-1101  fax.0749-48-1105
HP http://www.tagataisya.or.jp  E-mail info@tagataisya.or.jp 神仏霊場近江國一番

@tagataisya.official


